Age and sex are the main indicators for serum dehydroepiandrosterone-sulfate concentration(年齢と性別がデヒドロエピアンドロステロン・サルフェートの血中濃度における主要な指標である)<内容の要旨及び審査結果の要旨> by 荒井 健介
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年齢の中央値は男性で 62 歳（IQR: 52-67），女性で 58 歳（IQR: 49-65）であった．血清 DHEAS
濃度は年齢との負の相関が，男性（Spearman’s R: －0.32）及び女性（Spearman’s R: －0.25）
ともに見られ，男性の血中濃度の中央値は全年齢別において女性に比して高かった．また，血清
DHEAS 濃度と相関が見られたその他の測定項目のほとんど全てにおいて，それらは年齢との相
関が認められた（Spearman’s R ＞0.21 or ＜－0.23）．しかし，女性においてのみ血清アルブミ
ン値と年齢との相関は極めて弱かった（Spearman’s R －0.03)．そこで，女性において年齢と血
清アルブミン値による血清 DHEAS 濃度への影響を調べるため，分散分析も行ったが，年齢の影
響は大きく（partial η2 : 0.034），血清アルブミン値の血清 DHEAS 濃度に与える影響は少なかっ
た（partial η2 : 0.009）．また，男性において，年齢が血清 DHEAS 濃度へ与える影響は女性より
























対象は 35 歳から 79 歳までの岡崎市内の健診センターで健康診断を受けた者から選ばれ、最終的
に男性 4,136 名、女性 3,390 名の計 7,526 名の同意が得られ研究に参加した。被験者の身長・体
重・腹囲・血圧・呼吸機能・骨密度指標を測定し、健康診断で一般的に測定される血液検査・尿検
査項目に加えて血清 DHEAS 濃度を測定した。本研究は、名古屋市立大学大学院医学研究科・医学部
の倫理審査を受けた J-MICC 岡崎研究の一部として行われている。 
血清 DHEAS 濃度は年齢との負の相関が、男性（Spearman’s R: －0.32）及び女性（Spearman’s R: 
－0.25）ともに見られ、男性の血中濃度の中央値は全年齢別において女性に比して高かった。ま
た、血清 DHEAS 濃度と相関が見られたその他の測定項目のほとんど全てにおいて、それらは年齢と
の相関が認められた（Spearman’s R ＞0.21 or ＜－0.23）。しかし、女性においてのみ血清アルブ
ミン値と年齢との相関は極めて弱かった（Spearman’s R －0.03)。そこで、女性において年齢と血
清アルブミン値による血清 DHEAS 濃度への影響を調べるため、分散分析も行ったが、年齢の影響は
大きく（partial η2:0.034）、血清アルブミン値の血清 DHEAS 濃度に与える影響は少なかった
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